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はじめに 

訴状において、原告池田修一は、本件各記事中の「捏造」という記述が虚偽であ

るとして、名誉毀損が成立すると主張している。 

被告村中璃子答弁書１０頁ア以下で述べたとおり、本件雑誌記事（甲１）におけ

る「捏造」という表現は、「手渡した資料には子宮頸がんワクチン以外のワクチン

でも強く緑色に染まった画像が何枚もあった。しかし、池田教授は、子宮頸がんワ

クチンでよく光っている写真と他のワクチンで光っていない写真が組み合わさった

スライドだけを発表した」との事実のみならず、本件マウス実験の結果の科学的解

釈に重大な影響を与える次の①～⑤のような問題点1、 

① ヒト換算 100 倍量のワクチンを投与した（甲１・４４頁１段目６～９行） 

② 飼っているだけで自己抗体のできるマウスを用いた（甲１・４３頁４段目末尾

から１０行～４４頁１段目１行） 

③ 「サーバリックス（子宮頸がんワクチン）だけに自己抗体（IgG）沈着あり」

と示された画像は、ワクチンを打ったマウスとは別のマウスの脳切片であり（甲

１・４３頁３段目９行～４段目４行） 

④ 他のワクチンでも緑に光った脳切片があった（甲１・４２頁２段目末尾から６

行～同５行） 

⑤ スライドは N=1、すなわち、各ワクチンにつきマウス１匹を用いた結果だっ

た（甲１・４２頁３段目末尾から２行～４段目２０行） 

及び、これらの問題点から本件マウス実験が科学的結論を導くための実験として

の体裁をなしていないこと（子宮頸がんワクチンを接種すると脳に障害が起きるこ

とや、自己抗体が沈着することを検証するためには科学的意味のない実験であるこ

と）を原告池田修一が当時認識していたと考えられるにもかかわらず、原告池田修

一が全国ネット放映されたＴＢＳテレビのＮＥＷＳ２３において、甲５のスライド

                                                 
1
 これらの問題点については、丙５の１及び２・被告村中璃子執筆の新潮４５記事「薬害でっちあ

げ」「続・薬害でっちあげ」を参照されたい。 
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の画像をＴＢＳテレビに自ら提供した上、本件マウス実験を評価して、「子宮頸が

んワクチンを打ったマウスだけ脳の海馬といって、記憶の中枢があるところに異常

な抗体が沈着して、海馬の機能を障害していそうだ。」「これは明らかに脳に障害が

起こっているということです。ワクチンを打った後、こういう脳障害を訴えている

患者さんの共通した客観的所見がこうじゃないですか、ということを提示できてい

る。」などと発言している事実を含めた原告池田修一の発言・発表を論評したもの

である。 

すなわち、本件訴訟において、本件各記事中の「捏造」という記述の前提となる

事実が重要な部分について真実であるか否かが争点となるところ（最高裁平成９年

９月９日判決ご参照）、「捏造」という記述の前提となる事実の真実性を検証するに

あたっては、本件マウス実験のデザイン、実験経過、実験結果が明らかにされた上

で、これを科学的な観点から検証することが不可欠である。 

よって、被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験に関する以下の

事項につき、釈明を求める。 

 

１ 被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験のデザイン、実験経過、

実験結果が記載された一切の文書・データの提出を求める。 

万一、原告池田修一において、これらの文書・データを開示しない場合、その具

体的理由を明らかにするよう求める。 

 

大学・実験施設で行われる動物実験においては、動物実験の試験結果の科学的な

信頼性の確保、試験結果の捏造防止等の観点から、動物実験の実施に関する規則が

定められているところ、信州大学については、別紙１の信州大学動物実験等実施規

程（以下「本件実施規程」という。）が定められており、本件マウス実験には、本

件実施規程が適用される。 

本件実施規程に記載されているとおり、動物実験の試験結果の科学的な信頼性の
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確保、試験結果の捏造防止等の観点から、動物実験を実施するにあたっては、以下

のような手続が必要となる。 

（１）あらかじめ動物実験責任者（本件実施規程３条（８））が動物実験計画を立

案した上（動物実験計画書を作成の上）、動物実験計画承認申請書により、所属部

局の長（本件では当時医学部長であった原告池田修一）を経て学長に申請し、その

承認を得る必要があり、動物実験計画の変更にあたっても、同様の手続が必要とな

る（同６条１項、２項）。 

（２）動物実験責任者は、動物実験計画について、あらかじめ学長の承認を得た後

でなければ、動物実験を行ってはならない（同６条３項） 

（３）学長は、申請された動物実験計画について、信州大学動物実験委員会の審査

を経て、その審査結果に基づき承認又は不承認を決定し、その結果を当該部局の長

（本件では当時医学部長であった原告池田修一）を経て動物実験責任者に通知する

（同７条１項）。 

（４）動物実験実施者（同３条（７））は、動物実験の実施に当たって、動物実験

計画書に記載された事項等を遵守し、実験実施に先立ち必要な実験手技等の習得に

努める等の義務を負う（同８条）。 

（５）動物実験責任者は、動物実験を終了し、又は中止したときは、動物実験報告

書により、所属部局の長（本件では当時医学部長であった原告池田修一）を経て学

長に報告しなければならない（同９条）。 

（６）飼養保管施設、実験室については、所定の施設要件を満たさなければならな

い（同１１条、１３条）。 

（７）管理者（同３条（９））及び実験動物管理者（同３条（１０））は、実験動物

の飼養及び保管に当たっての標準操作手順を定めなければならず（同１６条）、管

理者等（学長、管理者、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者（同３条（１

２）をいう。同３条（１３））は、実験動物の入手先、飼育履歴及び病歴等に関す

る記録を整備及び保存しなければならない（２２条１項）。 
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（８）実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、所定の教育訓練を受けなけ

ればならない（同２７条１項）。 

 上記のとおり、信州大学において実施される動物実験に関しては、あらかじめ動

物実験計画書が作成・承認されること（上記（１）～（３））、動物実験計画書を遵

守して動物実験を実施すること（上記（４））、動物実験の終了・中止にあたり動物

実験報告書を提出すること（上記（５））、適切な施設において動物実験を実施する

こと（上記（６））、実験動物の飼養及び保管に当たっての標準操作手順・必要な記

録を整備すること（上記（７））、動物実験担当者が所定の教育訓練を受けること

（上記（８））が求められており、これらの厳格な手続に従って動物実験を実施す

ることによりはじめて、動物実験の試験結果の科学的な信頼性の確保、試験結果の

捏造防止が図られることになる。 

一方で、本件のマウス実験のデザインはその結果の科学的解釈に重大な影響を与

える以下の①～⑤の問題点を有しており、科学的結論を導くための実験としての体

裁をなしていないところ（被告村中璃子答弁書１０～１１頁）、被告村中璃子によ

る「捏造」との記述の適法性を評価するためには、本件マウス実験のデザイン、実

験経過、実験結果につき、時系列で事実関係を明らかにした上で、その科学的な信

頼性を評価し、かつ、本件マウス実験に対する原告池田修一、塩沢丹里教授（丙２

における「Ａ教授」）及びＡ氏（丙２における「Ｂ特任教授」）の三者の関与状況を

検討する必要がある。 

特に、原告池田修一は、平成２６年６月１１日から平成２８年９月３０日まで医

学部長の任にあったことから2、「所属部局の長」として、本件マウス実験に関する

動物実験計画書の作成・承認、及び、動物実験結果の報告の過程に深く関与してい

る点に留意が必要である（上記（１）（３）（５）参照）。 

 

                                                 
2
 信州大学医学部ウェブサイト（別紙２、別紙３） 

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/topics/2014/03/557055.php 

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/topics/2016/08/2568386.php 

http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/topics/2014/03/557055.php
http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/medicine/topics/2016/08/2568386.php
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① ヒト換算 100 倍量のワクチンを投与した（甲１・４４頁１段目６～９行） 

② 飼っているだけで自己抗体のできるマウスを用いた（甲１・４３頁４段目末尾

から１０行～４４頁１段目１行） 

③ 「サーバリックス（子宮頸がんワクチン）だけに自己抗体（IgG）沈着あり」

と示された画像は、ワクチンを打ったマウスとは別のマウスの脳切片であり（甲

１・４３頁３段目９行～４段目４行） 

④ 他のワクチンでも緑に光った脳切片があった（甲１・４２頁２段目末尾から６

行～同５行） 

⑤ スライドは N=1、すなわち、各ワクチンにつきマウス１匹を用いた結果だっ

た（甲１・４２頁３段目末尾から２行～４段目２０行） 

 

 よって、被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験のデザイン、実

験経過、実験結果が記載された一切の文書・データを裁判所に提出するよう求める。 

 

具体的には、信州大学において、動物実験は、本件実施規程に従って実施されな

ければならないことから、被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験

に関するアないしケ記載の文書・データを速やかに裁判所に提出するよう求める。 

原告池田修一は、本件マウス実験を含む本件研究の研究代表者であって、以下の

ア～ウを確認・保有し、あるいは、入手できる地位にあり、「所属部局の長」（医学

部長）であったことから、以下のエ～ケを確認し、保有している。 

ア 実験ノート 

イ すべての実験データ 

ウ すべての画像スライド 

エ 動物実験計画書（本件実施規程３条（６）） 

オ 動物実験計画承認申請書（同６条１項） 

カ 動物実験計画承認通知文書（同７条１項） 
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キ 動物実験計画変更承認申請書（同６条２項） 

ク 動物実験計画変更承認通知文書（同７条１項） 

ケ 動物実験報告書（同９条） 

  

あわせて、被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験に関する以下

の点を明らかにするよう求める。 

コ 飼養保管施設の名称・場所（同３条（２）） 

サ 実験室の名称・場所（同３条（３）） 

シ 動物実験実施者の氏名・所属（同３条（７）） 

ス 動物実験責任者の氏名・所属（同３条（８）） 

セ 管理者の氏名・所属（同３条（９）） 

ソ 実験動物管理者の氏名・所属（同３条（１０）） 

タ 飼養者の氏名・所属（同３条（１２）） 

 

加えて、被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験に関する本調査

委員会の結果報告（丙２）で引用された以下の会議に関する文書・データを提出す

るよう求める。 

チ 平成２７年１２月２８日開催のプログレスミーティングの議事録及び同ミーテ

ィングで検討された一切の資料・スライド 

ツ 上記「チ」以外で本件マウス実験について議論された各プログレスミーティン

グの議事録及び各プログレスミーティングで検討された一切の資料・スライド 

テ 平成２８年１月８日開催の班会議の議事録及び同会議で検討された一切の資料

・スライド 

 

２ 被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験のデザイン、実験経過、

実験結果に関し、以下の各点を明らかにするよう求める。 
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（１）本件マウス実験で投与された子宮頸がんワクチン（サーバリックス）は、ヒ

ト換算100倍量とみられるが、こうした高用量を採用した理由を明らかにされたい。 

（２）飼っているだけで自己抗体のできるマウス（NF-kBp50欠損マウス）を用い

た理由を明らかにされたい。 

（３）本件で用いられたマウスは、NF-kBp50欠損マウスと正常マウスを交雑させ

たマウスとされるが、なぜ交雑させたマウスを使用したのか、その理由を明らかに

されたい。 

（４）各ワクチン（子宮頸がんワクチン、インフルエンザワクチン、Ｂ型肝炎ワク

チン）を打ったマウスとは別のマウスの脳切片に各ワクチンを打ったマウスの血清

をふりかけることにした理由を明らかにされたい。 

（５）各ワクチンを打ったマウスの脳の状態を確認したか否か明らかにされたい。

確認した場合、その具体的な結果を明らかにされたい。 

（６）N=1、すなわち、各ワクチンにつきマウス１匹のみを用いた理由を明らかに

されたい。 

 

３ 被告村中璃子は、原告池田修一に対し、本件マウス実験に関する本調査委員会

の結果報告（丙２）に関し、以下の各点を明らかにするよう求める。 

 

（１）本調査委員会において実施された再現実験で用いられた６本の血清検体の内

訳は、子宮頸がんワクチン接種マウスからの３本の血清検体、及び、リン酸緩衝生

理食塩水接種マウス（コントロールマウス）からの３本の血清検体とされるが（丙

２の１枚目末尾から８行以下参照）、上記再現実験を行った本調査委員会に対して、

この６本の血清検体以外の検体は提出していないのか、すなわち、Ｂ型肝炎ワクチ

ン接種マウスからの血清、及び、インフルエンザワクチン接種マウスからの血清

（甲５）を提出していないのか、明らかにされたい。 
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Ｂ型肝炎ワクチン接種マウスからの血清及びインフルエンザワクチン接種マウス

からの血清が本調査員委員会に提出されなかった場合、なぜ提出されなかったのか、

その具体的理由を明らかにされたい（丙２の１枚目末尾から８行以下参照）。 

（２）本調査委員会から原告池田修一に対し、Ａ教授（塩沢丹里教授）とともに、

本件マウス実験の「誤り」に関し、その修正または修正内容の公表の措置をとるよ

う求められているが、原告池田修一において、いつ、どのような方法でかかる措置

をとるのか、明確にされたい（丙２の２枚目「池田教授について」１行～６行）。 

 あわせて、本件各記事において本件マウス実験の問題点が指摘されていたにもか

かわらず、原告池田修一が、本件マウス実験の「誤り」に関し、その修正または修

正内容の公表の措置を現時点に至ってもとらないのは何故か、その理由を明らかに

されたい。 

（３）本調査委員会から原告池田修一に対し、本件マウス実験の結果が予備的な段

階のものであることを、適切な方法をもって公に明らかにするよう求められている

が、原告池田修一において、いつ、どのような方法でこれを明らかにするのか、明

確にされたい（丙２の２枚目「池田教授について」１５行～１６行）。 

あわせて、本件各記事において本件マウス実験の問題点が指摘されていたにもか

かわらず、原告池田修一が、本件マウス実験の結果が予備的な段階のものであるこ

とを現時点に至っても適切な方法をもって公に明らかにしないのは何故か、その理

由を明らかにされたい。 

（４）本調査委員会から原告池田修一に対し、科学的な証明に耐えうる数のNF-

kBp50欠損マウスを用意したうえで、子宮頸がんワクチンを含むワクチン等を接種

する初めの段階からの検証実験の実施と、その結果の公表を求められているが、原

告池田修一において、いつからこうした検証実験を実施し、どのような方法で公表

するのか、明確にされたい（丙２の２枚目「池田教授について」末尾から２行～最

終行）。 
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４ 被告村中璃子は、原告池田修一に対し、平成２８年３月１６日の本件成果発表

会において、原告池田修一自身が作成発表したスライド（甲４、甲５）に関し、以

下の各点を明らかにするよう求める。 

 

（１）甲５のスライドにおいて、「サーバリックスだけに自己抗体（ＩｇＧ）沈着

あり」との記載があり、この「沈着」との表現は、本調査委員会において、「誤

り」であると指摘されているが（丙２の２枚目「池田教授について」１行～６行）、

「沈着」ではないことを知りながらも、なぜ原告池田修一が「沈着」という表現を

わざわざ採用したのか、その理由を明らかにするよう求める。 

（２）甲４の最後から４枚目下段スライド「今後の取り組み」において、「サーバ

リックス接種群においてのみ」、「マウス海馬への自己抗体（ＩｇＧ）の沈着」、「こ

の抗体（ＩｇＧ）はヒト海馬へも沈着」との記載があるが、原告池田修一が「マウ

ス海馬への自己抗体（ＩｇＧ）の沈着」があると判断した具体的根拠、「この抗体

（ＩｇＧ）はヒト海馬へも沈着」すると判断した具体的根拠を明らかにされたい。 

 

５ 被告村中璃子は、原告池田修一に対し、平成２８年３月１４日に収録され、平

成２８年３月１６日に全国ネットのＮＥＷＳ２３で放映されたＴＢＳテレビによる

原告池田修一に対する取材内容に関し、以下の各点を明らかにするよう求める。 

 

（１）原告池田修一は、上記取材において、「子宮頸がんワクチンを打ったマウス

だけ脳の海馬といって、記憶の中枢があるところに異常な抗体が沈着して、海馬の

機能を障害していそうだ。」と発言しているが、当該発言の具体的根拠を明らかに

されたい。 

具体的根拠を明らかにするにあたっては、特に、「子宮頸がんワクチンを打った

マウスだけ脳の海馬といって、記憶の中枢があるところに異常な抗体が沈着して」

という、子宮頸がんワクチンを打ったマウス自体の脳に異常な抗体が沈着したと視
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聴者が誤解しかねない表現を用いた理由、また、「沈着」という表現を用いた理由

を明確にするよう求める。 

（２）原告池田修一は、上記取材において、「これは明らかに脳に障害が起こって

いるということです。ワクチンを打った後、こういう脳障害を訴えている患者さん

の共通した客観的所見がこうじゃないですか、ということを提示できている。」と

発言しているが、当該発言の具体的根拠を明らかにされたい。 

具体的根拠を明らかにするにあたっては、特に、「明らかに脳の障害が起こって

いる」という、子宮頸がんワクチンを打ったマウス自体の脳に障害が起こっている

と視聴者が誤解しかねない表現を用いた理由、また、「こういう脳障害を訴えてい

る患者さんの共通した客観的所見がこうじゃないですか、ということを提示できて

いる」という、本件マウス実験の結果が子宮頸がんワクチンによる副反応を主張す

る患者の脳障害を客観的に裏付けている（すなわち、子宮頸がんワクチンと副反応

とされる脳障害の因果関係が証明された）と視聴者が誤解しかねない表現を用いた

理由を明確にするよう求める。 

                                  以 上 
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(3)　実験室　実験動物に実験操作(48時間以内の一時的保管を含む。)を行う動

物実験室をいう。

(4)　施設等　飼養保管施設及び実験室をいう。

(5)　実験動物　動物実験等の利用に供するため，施設等で飼養又は保管してい

る哺乳類，鳥類又は爬虫類に属する動物(施設等に導入するために輸送中のも

のを含む。)をいう。

(6)　動物実験計画　動物実験等の実施に関する計画をいう。

(7)　動物実験実施者　動物実験等を実施する者をいう。

(8)　動物実験責任者　動物実験実施者のうち，動物実験等の実施に関する業務

を統括する者をいう。

(9)　管理者　学長の命を受け，実験動物及び施設等を管理する部局の長及びヒ

ト環境科学研究支援センター生命科学分野動物実験部門長をいう。

(10)　実験動物管理者　管理者を補佐し，実験動物に関する知識及び経験を有す

る実験動物の管理を担当する者をいう。

(11)　施設等管理者　施設等の管理を担当し，施設等を設置又は変更する場合

に，その責任者となる者をいう。

(12)　飼養者　実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の飼養又は保

管に従事する者をいう。

(13)　管理者等　学長，管理者，実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者を

いう。

(14)　指針等　動物実験等に関して行政機関の定める基本指針及びガイドライン

をいう。

(15)　部局　動物実験等を実施する学部，全学教育機構，研究科，学内共同教育

研究施設及び医学部附属病院をいう。

第2章　適用範囲

(適用範囲)

第4条　この規程は，本学において実施される哺乳類，鳥類，爬虫類の生体を用い

るすべての動物実験等に適用する。

2　動物実験責任者は，動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合，委

託先においても，基本指針又は他省庁の定める動物実験等に関する基本指針に基

づき，動物実験等が実施されることを確認しなければならない。

第3章　動物実験委員会

(動物実験委員会)

第5条　学長は，動物実験計画の審査，実施状況及び結果の把握，施設等の審査，

教育訓練，自己点検・評価，情報公開の実施その他動物実験等の適正な実施に関

して報告，助言又は意見具申を行う組織として，信州大学動物実験委員会(以下

「委員会」という。)を置く。

2　この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。

第4章　動物実験等の実施

(動物実験計画の申請)

第6条　動物実験責任者は，動物実験等を行う場合は，動物実験等により取得され

るデータの信頼性を確保する観点から，次の各号に掲げる事項を踏まえて動物実

験計画を立案し，動物実験計画承認申請書(別紙様式第1)により，所属部局の長

を経て学長に申請し，その承認を得なければならない。

(1)　研究の目的，意義及び必要性。

(2)　代替法の利用の基本原則に基づき，実験動物を適切に利用すること。

(3)　使用数の削減の基本原則に基づき，次に掲げる事項を考慮すること。
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イ　動物実験等の目的に適した実験動物の種の選定

ロ　動物実験成績の精度及び再現性を左右する実験動物の数

ハ　実験動物の遺伝学的及び微生物学的品質並びに飼養条件

(4)　苦痛の軽減の基本原則に基づき，動物実験等を適切に行うこと。

(5)　致死的な毒性試験，感染実験，放射線照射実験その他の苦痛度の高い動物

実験等を行う場合は，当該動物実験等を計画する段階において，実験動物を激

しい苦痛から解放するための実験を打ち切る時期(以下「人道的エンドポイン

ト」という。)の設定を検討すること。

2　動物実験責任者は，実験計画を変更する場合は，前項各号に掲げる事項を踏ま

え，動物実験計画(変更・追加)承認申請書(別紙様式第2)により当該変更後の動

物実験計画を，所属部局の長を経て学長に申請し，その承認を得なければならな

い。

3　動物実験責任者は，動物実験計画について，あらかじめ学長の承認を得た後で

なければ，動物実験等を行ってはならない。

(審査及び決定)

第7条　学長は，前条第1項又は第2項の規定に基づき申請された動物実験計画につ

いて，委員会の審査を経て，その審査結果に基づき承認又は不承認を決定し，そ

の結果を当該部局の長を経て当該動物実験責任者に通知する。

2　学長は，委員会から動物実験等の中止その他必要な措置について具申を受けた

ときは，当該部局の長にその実験の中止等を命ずることができる。

(動物実験等の実施)

第8条　動物実験実施者は，動物実験の実施に当たって，法，飼養保管基準，指針

等に即するとともに，次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

(1)　適切に維持管理された施設等において動物実験等を行うこと。

(2)　動物実験計画書に記載された事項及び次に掲げる事項を遵守すること。

イ　適切な麻酔薬，鎮痛薬等の利用

ロ　実験の終了の時期(人道的エンドポイントを含む。)の配慮

ハ　適切な術後管理

ニ　適切な安楽死の選択

(3)　物理的若しくは化学的に危険な材料又は病原体若しくは遺伝子組換え動物

等を用いる実験等については，安全管理に注意を払い，関係法令等及び関連す

る本学の規程等に従うこと。

(4)　物理的若しくは化学的に危険な材料又は病原体等を扱う動物実験等につい

ては，安全のための適切な施設や設備を確保すること。

(5)　実験実施に先立ち必要な実験手技等の習得に努めること。

(6)　侵襲性の高い大規模な存命手術に当たっては，経験等を有する者の指導下

で行うこと。

(動物実験等の終了又は中止)

第9条　動物実験責任者は，動物実験等を終了し，又は中止したときは，動物実験

(終了・中止)報告書(別紙様式第3)により，所属部局の長を経て学長に報告しな

ければならない。

第5章　施設等

(飼養保管施設の設置)

第10条　施設等管理者は，飼養保管施設を設置(変更を含む。)する場合は，飼養保

管施設設置承認申請書(別紙様式第4)により，所属部局の長を経て学長に申請

し，その承認を得なければならない。
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2　施設等管理者は，あらかじめ学長の承認を得た後でなければ，当該飼養保管施

設での飼養若しくは保管又は動物実験等を行うことができない。

3　学長は，申請された飼養保管施設を委員会に審査させ，その助言により，承認

又は非承認を決定し，その結果を当該部局の長を経て当該施設等管理者に通知す

る。

(飼養保管施設の要件)

第11条　飼養保管施設は，次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。

(1)　適切な温度，湿度，換気，明るさ等を保つことができる構造等とするこ

と。

(2)　動物種及び飼養保管数等に応じた飼育設備を有すること。

(3)　床及び内壁等の清掃及び消毒等が容易な構造で，器材の洗浄及び消毒等を

行う衛生設備を有すること。

(4)　実験動物が逸走しない構造及び強度を有すること。

(5)　臭気，騒音又は廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとら

れていること。

(6)　実験動物管理者が置かれていること。

(実験室の設置)

第12条　施設等管理者は，飼養保管施設以外において，実験室を設置(変更を含

む。)する場合は，実験室設置承認申請書(別紙様式第5)により，所属部局の長を

経て学長に申請し，その承認を得なければならない。

2　学長は，申請された実験室を委員会に審査させ，その助言により，承認又は非

承認を決定し，その結果を当該部局の長を経て当該施設等管理者に通知する。

3　施設等管理者は，あらかじめ学長の承認を得た後でなければ，当該実験室での

動物実験等を行うことができない。

(実験室の要件)

第13条　実験室は，次の各号に掲げる要件を満たさなければならない。

(1)　実験動物が逸走しない構造及び強度を有し，実験動物が室内で逸走した場

合にも捕獲しやすい環境が維持されていること。

(2)　排泄物及び血液等による汚染に対して清掃及び消毒等が容易な構造である

こと。

(3)　常に清潔な状態を保ち，臭気，騒音又は棄物等による周辺環境への悪影響

を防止する措置がとられていること。

(施設等の維持管理及び改善)

第14条　施設等管理者は，実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な

施設等の維持管理及び改善に努めなければならない。

(施設等の廃止)

第15条　施設等管理者は，施設等を廃止する場合は，施設等(飼養保管施設・動物

実験室)廃止届(別紙様式第6)により，所属部局の長を経て学長に届け出なければ

ならない。この場合において，施設等管理者は，必要に応じて動物実験責任者と

協力し，飼養又は保管中の実験動物を他の飼養保管施設に譲渡するよう努めるも

のとする。

第6章　実験動物の飼養及び保管

(標準操作手順の作成及び周知)

第16条　管理者及び実験動物管理者は，飼養及び保管に当たっての標準操作手順を

定め，動物実験実施者及び飼養者に周知しなければならない。

(実験動物の健康及び安全の保持)
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第17条　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，飼養保管基準を遵守し，

実験動物の健康及び安全の保持に努めなければならない。

(実験動物の導入)

第18条　管理者は，実験動物の導入に当たり，関係法令等及び指針等に基づき適正

に管理されている機関から導入しなければならない。

2　実験動物管理者は，実験動物の導入に当たり，適切な検疫，隔離飼育等を行わ

なければならない。

3　実験動物管理者は，実験動物の飼養環境への順化及び順応を図るための必要な

措置を講じなければならない。

(給餌及び給水)

第19条　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験動物の生理，生態及

び習性等に応じて，適切に給餌及び給水を行わなければならない。

(実験動物の健康管理)

第20条　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験目的以外の傷害又は

疾病を予防するため，実験動物に必要な健康管理を行わなければならない。

2　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験目的以外の傷害又は疾病

に罹患した場合，実験動物に適切な治療等を行わなければならない。

(異種又は複数動物の飼育)

第21条　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，異種又は複数の実験動物

を同一施設等内で飼養又は保管する場合は，その組合せを考慮した収容を行わな

ければならない。

(記録の保存及び報告)

第22条　管理者等は，実験動物の入手先，飼育履歴及び病歴等に関する記録を整備

及び保存しなければならない。

2　管理者は，飼養し，又は保管した実験動物の種類及び数等について，年度ごと

に学長に報告しなければならない。

(譲渡の際の情報提供)

第23条　管理者等は，実験動物の譲渡に当たっては，当該譲渡を受ける者に対し

て，その特性，飼養保管の方法及び感染性疾病等に関する情報を提供するものと

する。

(輸送)

第24条　管理者等は，実験動物の輸送に当たり，飼養保管基準を遵守し，実験動物

の健康及び安全の確保並びに人への危害防止に努めなければならない。

第7章　安全管理

(危害の防止)

第25条　管理者は，逸走した実験動物の捕獲の方法等をあらかじめ作成し，関係者

に対して周知しなければならない。

2　管理者は，人に危害を加える等のおそれのある実験動物が施設等外に逸走した

場合には，速やかに関係機関へ連絡しなければならない。

3　管理者は，実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者に対して，実験動物に

由来する感染症及び実験動物による咬傷等についての予防の措置及び当該感染症

等の発生時には必要な措置を講じなければならない。

4　管理者は，毒へび等の有毒な実験動物を飼養し，又は保管をする場合は，人へ

の危害の発生の防止のために飼養保管基準に基づき必要な事項を定めなければな

らない。

5　管理者は，実験動物の飼養若しくは保管又は動物実験等の実施に関係のない者

が実験動物等に接触しないように必要な措置を講じなければならない。
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(緊急時の対応)

第26条　管理者は，地震，火災等の緊急時に執るべき措置に関する計画をあらかじ

め作成し，関係者に対して周知を図らなければならない。

2　管理者は，緊急事態が発生した場合は，実験動物の保護並びに実験動物の逸走

による人への危害及び環境保全上の問題等の発生の防止に努めなければならな

い。

第8章　教育訓練

(教育訓練)

第27条　実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，次の各号に掲げる事項に

ついて教育訓練を受けなければならない。

(1)　関係法令，指針等及び本学の定める規程等に関すること。

(2)　動物実験等の方法に関する基本的事項に関すること。

(3)　実験動物の飼養又は保管に関する基本的事項に関すること。

(4)　安全確保及び安全管理に関する事項に関すること。

(5)　その他動物実験等の適切な実施に関し必要と認められる事項に関するこ

と。

2　委員会は，教育訓練の実施日，教育内容，講師及び受講者名の記録を保存する

ものとする。

3　前2項に定めるもののほか，教育訓練の実施に関し必要な事項は，委員会が別に

定める。

第9章　自己点検・評価及び検証

(自己点検・評価)

第28条　委員会は，動物実験等の実施に関し，この規程への適合性に係る自己点

検・評価を行い，その結果を学長に報告しなければならない。

2　委員会は，管理者，動物実験実施者，動物実験責任者，実験動物管理者及び飼

養者その他関係者等に，自己点検・評価のための資料を提出させることができ

る。

3　学長は，自己点検・評価の結果について，学外の者による検証を受けるよう努

めるものとする。

4　前3項に定めるもののほか，自己点検・評価及び検証の実施に関し必要な事項

は，委員会が別に定める。

第10章　情報公開

(情報公開)

第29条　本学における動物実験等に関する規程及び実験動物の飼養保管記録その他

動物実験等に関する情報を毎年1回程度，本学の公式Webサイトへの記載その他の

方法により学内外に公表するものとする。

第11章　補則

(準用)

第30条　第3条第5号に定める実験動物以外の動物を使用する動物実験等について

は，飼養保管基準の趣旨に沿って行うよう努めるものとする。

(適用除外)

第31条　畜産に関する飼養管理の教育若しくは試験研究又は畜産に関する育種改良

を目的とした実験動物(一般に，産業用家畜とみなされる動物種に限る。)の飼養

若しくは保管及び生態の観察を行うことを目的とした実験動物の飼養又は保管に

ついては，この規程を適用しない。

(雑則)
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第32条　この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，委員

会の議を経て，学長が別に定める。

附　則

この規程は，平成19年7月1日から施行する。

附　則(平成28年6月1日平成28年度規程第5号)

この規程は，平成28年6月1日から施行する。

別紙様式第1(第6条関係)
動物実験計画承認申請書

[別紙参照]

別紙様式第2(第6条関係)
動物実験計画(変更・追加)承認申請書

[別紙参照]

別紙様式第3(第9条関係)
動物実験(終了・中止)報告書

[別紙参照]

別紙様式第4(第10条関係)
飼養保管施設設置承認申請書

[別紙参照]

別紙様式第5(第12条関係)
実験室設置承認申請書

[別紙参照]

別紙様式第6(第15条関係)
施設等(飼養保管施設・動物実験室)廃止届

[別紙参照]












